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● 美術品は《 》で示した。 
 




● 図版は【 】で示した。 
 
● 序章、第 1 章、第 4 章、第 6 章は、各章末に図版をまとめた。【図●―●】（例：
序章の図 3 であれば【図 0-3】というように記した。） 
 
● 第 2 章、第 3 章、第 5 章は各節末に図版をまとめた。【図●.●―●】（例：第 2 章
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   第 1 章で「オーギュスト・ロダンの肉付けと芸術表現としての自立」として、当













ついて、「2.1.1 アントワーヌ・ブールデル」（Antoine BOURDELLE 1861～1929 年 フ
ランス）、「2.1.1 アリステッド・マイヨール」（Aristide MAILLIOL 1861～1944 フラ








形態からその効果を考察する。「2.2.1 ジャコモ・マンズー」（Giacomo MANZU 1908
～1991 イタリア）、「2.2.2 エミリオ・グレコ」（Emilio GRECO 1913～1995 年 イタ





























































































  第 6 章では「自身の制作における肉付け」とし、筆者のこれまでの制作について作























































































































































































0.3 粘土で造る  
  

















トは粒径が 0.02 ㎜から 0.002 ㎜までのものを指し、粘土は粒径が 0.002 未満のもの












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1  文化庁海外展大英博物館帰国記念「国宝土偶展」2009年 p.6 l.68  
2  文化庁海外展大英博物館帰国記念「国宝土偶展」2009 年 p.6 l.13 紀元前 5 世紀初頭よ
り始まる。 
3  文化庁海外展大英博物館帰国記念「国宝土偶展」2009年 p.37 l.11 
4   文化庁海外展大英博物館帰国記念「国宝土偶展」2009年 p.37 l.20 
5  B.C.750～480年頃を指す。 
6  B.C.480～323年頃を指す。 
7  造形芸術研究会「造形ハンドブックⅡ」造形社 1975年 p. 130 l. 3 
8  「日本の美術 2巻 日本美術の誕生」 株式会社平凡社 1969年 
９ 「日本の美術 2巻 日本美術の誕生」 株式会社平凡社 1969年 





第 1 章 オーギュスト・ロダンの肉付けと芸術表現としての自立 
   











































































































































































































た骨格、筋肉 1 つ 1 つを掴むことができそうで量の凹凸の作り出す陰影のコントラ



























































































































































































第 1 章 註 
 
１  『ロダン-創造の秘密:白と黒の新しい世界:フランス国立ロダン美術館コレ
クション』 読売新聞社 2006年 p.13 
２  『ロダン-創造の秘密:白と黒の新しい世界:フランス国立ロダン美術館コレ
クション』 読売新聞社 2006年 p.13 
３  『ロダン-創造の秘密:白と黒の新しい世界:フランス国立ロダン美術館コレ
クション』 読売新聞社 2006年 p.16 
４  『ロダン-創造の秘密:白と黒の新しい世界:フランス国立ロダン美術館コレ
クション』 読売新聞社 2006年 p.14 
５  『ロダン-創造の秘密:白と黒の新しい世界:フランス国立ロダン美術館コレ
クション』 読売新聞社 2006年 p.15 




第 2 章 ロダン以降の肉付けの多様化 
   
2.1  ロダン以後の肉付け 
 





2.1.1 アントワーヌ・ブールデル（Antoine BOURDELLE 1861～1929 年 フランス） 
 



































































































































































































2.1.3 コンスタンティン･ブランクーシ（Constantin BRÂNCUȘI 1876～1957 ル
ーマニア） 
 




















































































































































































































































































































































































































































































































































1917年 アラバスター 28.9㎝ 






















1910年 研磨したブロンズ 28.5㎝ 



























































































































































































































































2.2.2 エミリオ・グレコ（Emilio GRECO 1913～1995 年 イタリア） 
 






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































第 2 章 註 
 
１  『ロダン-創造の秘密:白と黒の新しい世界:フランス国立ロダン美術館コレクシ
ョン』 読売新聞社 2006 年 p.16 
２   『巨匠・ブールデル展』 国立国際美術館 1983 年 p.10 ｌ.1 
３   『マイヨール展』現代彫刻センター 1994 年ｐ.16  
４   『マイヨール展』現代彫刻センター 1994 年ｐ.19  
５   『マイヨール展』現代彫刻センター 1994 年ｐ.18  
６   『マイヨール展』現代彫刻センター 1994 年ｐ.21 ｌ.17-18 
７  『ブランクーシ作品集 』株式会社リブロポート社 1994 年ｐ. 29 ｌ.15 
８  『ブランクーシ作品集 』株式会社リブロポート社 1994 年ｐ. 28 ｌ.4 
８  『ブランクーシ作品集 』株式会社リブロポート社 1994 年ｐ. 48 ｌ.8 
９   『ブランクーシ作品集 』株式会社リブロポート社 1994 年 
10   『ブランクーシ作品集 』株式会社リブロポート社 1994 年 
11  『ブランクーシ作品集 』株式会社リブロポート社 1994 年 
12    『ファブリ世界彫刻集』19 マンズー平凡社 1973 年ｐ.1 
13  『ジャコモ・マンズー展』現代彫刻センター1984 年ｐ.17 ｌ.12-16 
14   『エミリオ・グレコ名作展』読売新聞社大阪本社 1971 年 ｐ.7-8 
15    イタリアにおいて 1940 年代から 50 年代にかけ盛んになった風潮。ファシズム
文化への抵抗。 
16   『Venanzo Crocetti』箱根彫刻の森美術館 2012 年ｐ.74 
17  『Venanzo Crocetti』箱根彫刻の森美術館 2012 年 
18   『Venanzo Crocetti』箱根彫刻の森美術館 2012 年     












































3.1   明治期から昭和期（第二次世界大戦）まで 
 
明治に入り日本で初めての官立の美術学校が設立された。工部美術学校彫刻科は
1876 年（明治 9 年）に設置された。西洋の文化、技術を積極に取り込むことで国力
を上げようとした日本は、欧米諸国から専門家、技術者を呼び寄せその分野の強
化、発展を試みた。美術も例外ではなく、イタリアから彫刻家であるヴィンチェン
ツォ・ラグーザ（Vincenzo Ragusa 1841～1927 イタリア）を同校で彫刻科の教員と
して招いた。1882 年（明治 15 年）に彫刻科が廃止となるまでにデッサン、模刻を
中心とした塑造、油土による粘土原型作成からの石膏取り、大理石やブロンズへの
素材転換法を教授した。主な卒業生に大熊氏廣（1856～1934）、佐野昭（1866～






































（明治 35 年）に紹介された。1900 年（明治 33 年）に開催されたパリ万国博覧会に
向けて、フランスへと政府から派遣された美術家の一人である久米桂一郎（1866～
1934）によって執筆、報告された「千九百年巴里万国博覧会 臨時博覧会事務局報
告 下巻」４の中の第 3 篇「仏国現代の美術」を「美術新報」が抄録し 1902 年 5 月
5 日号（第 1 巻第 4 号）より数回に分け転載している。9 月 20 号（第１巻 12 号）内
において「彫刻及び章牌彫刻」が抄録され、ロダンの名が出てくる。５またその後に


















3.1.1 藤井浩祐： 彫刻を試る人へ, 中央美術社, 186 項, 1923 年 






































































































































































































































































































































































































































































































































































3.2   昭和期（第二次世界大戦後） 
 
3.2.1 朝倉文夫：彫塑技法,日本彫刻会史―50 年のあゆみ― 603 項，2000 年 
 本文章は独立した書籍としてではなく、公益社団法人日本彫刻会（出版当時は社団

















11 つ分。臍は下から 7 つ分となる。曲がりアングルを固定し木材による芯棒組みを
行う。曲がりアングルに直接接する芯棒は標準率 3 つ分に上下 1 寸ずつを加えた長さ
で設定する。そこに腰関節、胸部にあたる木材を横方向に入れる。腰関節は 1 標準率


















































































































3.2.2 菊池一雄, 柳原義達, 新海竹蔵, 山本豊市, 木内克：彫刻の技法, 美術出版






年より東京藝術大学教授を務めた。25 柳原は 1931 年に東京美術学校に入学し、在学
時より帝展、国画会展に出品した。その後、新制作派協会彫刻部創設に参加した。1953











































































3.2.3 建畠覚造, 尾川宏, 舟越保武, 佐藤忠良, 植木茂, 井上武吉：新・技法シリ













































































3.2.4 乗松巌：彫刻と技法―彫刻への招待―，近藤出版社, 1985 年 
 本書は乗松巌（1910～1997）による技法書であり、同時に彫刻論でもある。彫刻史
における名作や彫刻家たちの言葉や作品の写真を用いて論考している。乗松は東京美










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































１  「近代の美術 第 46 号 フォンタネージと工部美術学校」至文堂 1978
年 p.31 l.19 
２  「近代の美術 第 46 号 フォンタネージと工部美術学校」至文堂 1978
年 p.18 l.12- 
３  中村伝三郎「明治の彫塑：『像ヲ作ル術』以後」文彩社 1991 年 
４    明治 35 年 3 月 31 日発行 
５     明治の彫塑―「像ヲ作ル術」以後 1991 年 中村傳三郎 株式会社文彩社 
   P.123 l.10-18 
６    明治 45 年 11 月発行。「明治の彫塑―『像ヲ作ル術」以後」1991 年  
中村傳三郎 株式会社文彩社 P.151 l.4 
７    「明治の彫塑―『像ヲ作ル術』以後」1991 年 中村傳三郎  
株式会社文彩社 P.125 l.2-16 「ロダンの手記談話録」「某月某日」 
８  藤井浩祐「彫刻を試る人へ」中央美術社 1923 年 
９    藤井浩祐「彫刻を試る人へ」中央美術社 1923 年ｐ.67 ｌ.7-ｐ.68 ｌ.3 
10   藤井浩祐「彫刻を試る人へ」中央美術社 1923 年ｐ.8 ｌ.5-6 
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（Germaine RICHIER 1904～1959 フランス）、セザール（César BALDACCINI 1921～
1998 フランス）、ジャコメッティ（Alberto GIACOMETTI 1901～1966 スイス）、ロボ




4.1  柳原と≪犬の唄≫ 
 






































































       
4.1.2 1961 年 《犬の唄》 【図 4-3】 
 





























































4.1.4 1968 年《犬の唄》 【図 4-5】 
 



















































4.1.6 1981 年《裸婦立像》 【図 4-6】 
 














4.1.7 1983 年《犬の唄》 【図 4-7】 
 
















4.2  《犬の唄》の変遷及び区分について 
 
 ≪犬の唄≫シリーズから、柳原の肉付けはその変化からまず大きく渡仏前と渡仏後
に分けることができる。ここでは 1950 年の≪犬の唄≫と 1961 年以後の作品である。
さらに渡仏後は渡仏・帰国後初期、帰国後中期、帰国後晩期に区分できると考える。 
 本稿で挙げた作品に当てはめると渡仏・帰国後初期は 1961年の二作品。中期は 1968
年、1977 年、1981 年。晩期は 1983 年である。【図 4-8】 
 


























































ではジャコメッティが、イタリアではマリノ・マリーニ（Marino MARINI 1901～1980 
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第 5 章 人体塑造において形態を得ることについて 
 

































































































i.  頭部（頸部含む）【図 5.1-1,2】 








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































第 5 章 註 
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 本作品は平成-年度茨城県芸術祭美術展覧会に出品し、この際作品は 2012 年 10 月














































《空とぶ夢をみる》2013.  h.140×w.80×d.90【図 6-19】 
 本作品は、筆者が初めて制作した椅像である。 






















































































える作品である。   





















5.2.3 2015 年～  
 






























































《河を想う》2015.12 -  h.180×w.65×d.70  【図 6-27】 

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 【図 6-22】  
《山茶花》 
















































































































































































































































































































































第 6 章 註 
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4-８    『柳原義達展 道標―生のあかしを刻む―』柳原義達展実行委員会 1995 年 p.109 
4-９    筆者   
4-10    『柳原義達展 道標―生のあかしを刻む―』柳原義達展実行委員会 1995 年 p.59 
4-11   『柳原義達展 道標―生のあかしを刻む―』柳原義達展実行委員会 1995 年 p.57 
 
第５章 
5.1-１   『入門美術解剖学』医歯薬出版株式会社 1997年 p.71, 73 
5.1-２   『入門美術解剖学』医歯薬出版株式会社 1997年 p.83, 122 
5.1-３    筆者 
5.1-４    筆者 
5.1-５    筆者 
5.1-６    筆者 
5.1-７   『入門美術解剖学』医歯薬出版株式会社 1997年 p.46 
5.1-８   『入門美術解剖学』医歯薬出版株式会社 1997年 p.91 
5.1-９   『入門美術解剖学』医歯薬出版株式会社 1997年 p.95 
5.1-10   『入門美術解剖学』医歯薬出版株式会社 1997年 p.61 
5.1-11   『入門美術解剖学』医歯薬出版株式会社 1997年 p.113 
5.1-12   『入門美術解剖学』医歯薬出版株式会社 1997年 p.52 
5.1-13   『入門美術解剖学』医歯薬出版株式会社 1997年 p.102 
5.1-14   『入門美術解剖学』医歯薬出版株式会社 1997年 p.59 
5.1-15   『入門美術解剖学』医歯薬出版株式会社 1997年 p.112 
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5.2-１    筆者撮影 
5.2-２    筆者撮影 
5.2-３    筆者撮影 
5.2-４    筆者撮影 
5.2-５    筆者撮影 
5.2-６    筆者撮影 
5.2-７    筆者撮影 
5.2-８    筆者撮影 
5.2-９    筆者撮影 
5.2-10    筆者撮影 
5.2-11    筆者撮影 
5.2-12    筆者撮影 
5.2-13    筆者撮影 
5.2-14    筆者撮影   
5.3-１    宮本周子氏撮影 
5.3-２    宮本周子氏撮影 
5.3-３    宮本周子氏撮影 
5.3-４    宮本周子氏撮影 
5.3-５    筆者撮影  
第６章 
6.1-１     筆者撮影 
6.1-２     筆者撮影 
6.1-３     筆者撮影 
6.1-４     筆者撮影 
6.1-５     筆者撮影 
6.1-６     筆者 
6.1-７     筆者撮影 
6.1-８     筆者撮影 
6.1-９     筆者撮影 
6.1-10     筆者撮影 
6.1-11     筆者撮影 
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6.1-13     筆者撮影 
6.1-14     筆者撮影 
6.1-15     筆者撮影 
6.1-16     筆者撮影 
6.1-17     筆者撮影 
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6.1-19    『第 43回日彫展』公益社団法人日本彫刻会 2013年  
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6.1-22     筆者撮影 
6.1-23     筆者撮影 
6.1-24     筆者撮影 
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6.1-26     筆者撮影 
6.1-27    『第 46回日彫展』公益社団法人日本彫刻会 2016年  
6.1-28     筆者撮影 
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